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第
二
回

第

ω
の
詩

春
日
嵯
峨
山
院
、
探
得
遅
字
、

ち

り
て
「
遅
」
の
字
を
得
た
り
、

*

*

L
ゅ
ん
じ
っ
さ
が
り
さ
ん
ゐ
ん
支
ぐ

御
製
(
春
日
嵯
峨
山
院
、
探

一
品
自

一
首

'--" 

春
の
日
に
嵯
峨
の
山
院
で
詠
じ
た
御
製
。

ー寸

山
院
しー

は

山
荘

ー「

初山
晴辺
山。に
院。あ

別
荘
の
た
ぐ
ひ
。

初
唐
王
勃
「
仲
春
郊
外
」
の

る
ノ

何
処
染
-
一

L. 

嵯
峨
・
帝
の
別
荘

は
そ
の
一
例
。

だ
い
か
〈
じ

宮
)
、
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
覚
寺
大
沢
池
は
そ
の
山
荘
の
苑
池
の
跡
と
云
ふ
。

こ
の
山
院
は
、

こ
の
詩
は
、

二
七
日
の
条
、
『
類
緊
国
史
』
(
巻
三
一
、
帝
王
部
天
皇
行
幸
)
の
、
弘
仁
七
年
二
月

「
幸
-
雇
峨
別
館
吋
命
-
一
文
人
一
賦
レ
詩
。
雅
楽
寮
奏
レ
楽
。
賜
ニ
文

人
巳
上
綿
一
有
レ
差
」
の
時
の
詩
に
当
る
か
。

「
探
り
て
」
云
々
は
、
こ
の
詩
会

で
各
自
が
く
じ
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て

ち

者
嵯
峨
に
「
遅
」
と
云
ふ
上
平
声
四
支
韻
に
を
分
け
合
ふ
時
に
、
た
ま
た
ま
作

す
る
韻
字
が
当
り
、
こ
れ
を
以

っ
て
作
詩
し
た
、

の品回山。

「
探
得
エ
:
:
:
字
こ
の
一

に
つ
い
て
は
、
唐
詩
の

詩
題
に
多
く
み
え
る
。
唐
詩
の
、

玄
宗
「
端
午
三
股
宴
一
註
臣
「
探
得
一
拘
字
こ

「
答
ニ
排
才
「
探
得
一一

圃官

詩
注

憲

之

島

招
字
こ

な
ど
は
、
そ
の
一
例
。
但
し
、

-
尋
エ
沈
道
土
「
得
エ
清
字
こ
(
初

唐
許
敬
宗
)
の
如
く
、

「
探
」
の
字
を
欠
く
例
も
多
い
。

初
唐
賂
賓
王
の
詩

題

「
送
ニ
郭
少
府
「
探
得
ニ
華
寺
こ

「
送
ニ
宋
五
之
問
「
得
-
最
字
こ

は

を
も
っ
用
例
の
一
つ
で
あ
る
。
御
製
の
「
探
」
の
字
を
「
採
」
(
来
・

島
)

に
作
る
本
も
あ
る
。
次
の

ω
の
詩
題
は
底
本
「
採
」
に
作
る
が

静
嘉
堂

本
な
ど
は
「
探
」
に
作
る
|
、
唐
詩
に
は
「
採
」
の
例
が
な
か
な
か
発
見

ぃ
。
し
ば
ら
く
底
本
「
探
」
の
ま
ま
に
従
ふ
。
こ
の
た
ぐ
ひ
の
詩
題
の
背

景
に
は
、
弘
仁
期
の
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
韻
字
を
異
に
す
る
幾
首
も
の

の
詩
が
詩
席
で
作
ら
れ
た
こ
と
を
想
像
し
得
る
。

(
来
・
三
本
)
の
二

ー寸

字
を
底
本
「
同
」
に
作
る
が
、
前
者
に
従
ふ
。
こ
の
二
字
は
別
行
に

す
る

が
、
本
集
の
作
者
名
の

は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

に
は
こ

一
般
に
長
い

の

ωの
如
く
別
行
に

の
下
に
続
け

。

本
稿
は
便
宜
上
す
べ
て
詩五七
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』
詩
注

五
八

る
。
詩
は
七

旬
、
脚
韻
は
上
平
声
四
支
間
l
遅
・
惟
・

-悲
l
。

い
玄
し

気
序
如
今
春
老
い
な
む
と
し
、
嵯
峨
山

し

一
・
ニ
匂
)

ω気
序
如
今
春
欲
老

嵯
峨
山
院
暖
光
遅

「
気
序
」
は
、
『
文
選
』
(
巻
五
九
)
沈
休
文
「
斉
故
安
陸
昭
王
碑
文
」
に
、
「
因

遺
ニ
沈
病
「
麟
ニ
留
気
序
こ

(
六
臣
注
「
気
序
謂
レ
経
レ
時
也
」
)
と
み
え
る
が
、

峯

不
覚
侵
梁
棟

こ
こ
で
は
当
ら
ず
、

気
候、

四
季
の

を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。

「
如
今
」

渓
水

は
、
た
だ
今
、
今
や
、
な
ど
の
意
。

眉

友

如。
今。『
出河
処獄
非英
L 

tま

そ
の

例

(巻一一一

O
)
謝

、
歓
願
如
今
井
」
や
、
唐
人
撰

リ

キ

(
巻
上
)
李
願
「
東
郊
寄
ニ
高
楚
一
」
「
あ
あ
同
門

<>jJ 

ー寸

毒
苔
踏
破
経
年
髪

郡
中
集
詩
八
首
」
(
劉
禎
〉

の

の

此
地
幽
閑
人

「
春
老
い
な
む
と
し
」
は
、
春
が
盛
り

ょ
う
と
す
る
、
春
が
更
け
よ
う
と
す
る
こ
と
。

原
文
「
欲
」
は
、

ωの
結
句
「
欲
ニ
妻
萎
こ
に
同
じ
く
、
あ
る
状
態
に
向
は
う

「
:
:
:
な
む
と
し
」
の

き
じ
よ
い
ま
L

お

気
序
如
今
春
老
い
な
む
と
し
、

と
す
る
こ
と
。

し。

ほ
う
う
ん
ゆ
く
り
な
り
ゃ
う
と
う
を
か

峯
雲
不
覚
く
梁
棟
を
侵
す
、

け

い

す

ゐ

つ

ね

れ

ん

ゐ

む

渓
水
尋
常
に
簾
雌
に
対
か
ふ
。

ば

い

た

い

た

ふ

は

へ

か

み

寄
苔
踏
破
す
年
を
経
し
髪
、

ゃ

う

り

う

い

ま

か

り

ま

φ

楊
柳
未
だ
懸
け
ず
月
を
伸
ぶ
る
庖
。

ζ

れ

と

己

ろ

い

う

か

ん

ま

れ

此
の
地
幽
闘
に
し
て
人
事
少
ら
な
り
。

た
だ
申
ζ

う

ご

ぽ

ゑ

ん

唯
余
す
は
風
動
き
て
暮
猿
悲
し
ぶ
の
み
。

三
月
鷺
時
春
未
レ
老
、
酒
冷
日
猶
長
(
同
銭
起
、
奉
レ
陪
ニ
郭
常
一
侍
ニ
宴
漉
川
山
池
一
)

「
春
」
を
「
老
ゆ
」
と
み
る
一
例
に
、

老
、
故
人
相
逢
耐
一
一
(
盛
唐
与
参
、
喜
ニ
韓
樽
相
過
一
)

な
ど
が
み
え
る
。
前
述
の

の
注
で
説
明
し
た
如
く
、
こ
の
詩
が
二
月
二
十

七
日
の
行
幸
の
時
の
作
と
す
れ
ば
、

三
月
に
近
く
な
り
、

晩
春
に
当
る
の
で

「
春
老
い
な
む
と
し
」
と
云
ふ
の
は
正
し
い
。
尤
も
詩
の
表
現
に
か
か
る
合
理

性
を
求
め
る
こ
と
は
、
私
の
必
ず
し
も
採
る
態
度
で
は
な
い
が
。

の
例
未
だ
検
出
し

後
の
句
の
「
暖
光
遅
し
」
の
「
暖
光
」
は
、
春
の
暖
い
光
を
云
ふ
。
「
暖
光
」

色

ち

「
遅
し
」
は
、
春
の
暖
い
日
が
遅
々
と
し
て
流
れ

L 、。

ま
づ
詩
題
に
添
っ
て
、
嵯
峨
山
院
附
近
の
春
の
季
節
の
描
写
が
始
ま
る
。

る音山。

『
毛
詩
』

〆角、

、
七
日
〉
の
「
春
日
遅
遅
、

w
ku
F
W
ハ
ド
-

4
A
汁咋寸
L

の
句
は
名



高
く
、
隔
陽
休
之
「
春
日
詩
」

の

「
遅
遅
暮
春
日
、

上
」ー

(
『
初
学

は
、
そ
の
一
例
。

ム

「
詠
レ
蛍
」
の
「
忽
逢
一

「
不
覚
生
ニ
光

記』

ー寸

水

輝
こ
の
「
忽
」
は
、
「
不
覚
」
の
意
の
傍
証
と
な
ら
う
。

は

り

む

ね

う

っ

ぱ

り

む

な

ぎ

の
梁
や
棟
、
梁
と
棟
木
。
恐
ら
く
『
文
選
』
(
巻
二
一
)
郭
景
純
「
遊
仙
詩
七

生
ニ
梁
棟
間
「
風
出
-

「
梁
棟
」
は
Y

山
院

部
、
春
)
も
こ
れ
に
よ
る
。
但
し
中
唐
劉
長

近
偏
逢
-b問
、
気
早
「
山
深
長
見
一
一
日
光
遅
こ
と
み
え
る
如
く
、

山
辺
の
山
院
の

あ
た
り
は
暖
い
臼
や
さ
し
が
遅
い
、
暖
い
光
の
さ
し
て
く
る
の
は
遅
い
、
と
解
す

首
」
の
第
二
首

」ー

し
よ
う
。

侵

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ら
う
が
、
な
ほ
前
者
に
従
ふ
。

「
四
季
の
気
候
の

し
て
今
や
春
は
更
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
、
こ
の
嵯
峨
の
山
院
に
は
春
の

し、

光

す
」
は
、
凌
ぐ
、
侵
入
す
る
こ
と
。
盛
唐
李
願
「
光
上
座
廊
下
衆
山

弓
毒
苔
侵
ニ
屋
梁
こ

の

「
百
谷
豪
ニ

は
そ
の
一
例
。

こ
こ
は
峯
の

梁
や

が
遅
々
と
し
て
流
れ
る
」
。

こ
の
や
う
な
情
景
の
中
に
あ
っ
て
、

作
者
の
眼
は

棟
な
ど
の

の
中
に
侵
入
す
る
こ
と
。

山
院
附
近
の

自
の
景
に
移
っ
て
行
く
。
次
に
領
聯
・
頚
聯
の
二
組
の
対
句
が

後
の
句
の

「
渓
水
」

は、

谷
間
の
水
、

谷
を

長。雪
て
山
院

流
れ
て
来
る

の

行
漏
「
山
煙

続
く
。

水

「
嵩
山
石
涼
侍
宴
応
制
L

ゆ

〈

り

な

っ

担

峯
雲
不
覚
く
梁
棟
を
侵
す
、
渓
水
尋
常
に

-r
」

L
t
，、
a
h
p

b
M・
占
月
占

μ
P占

(
第
一
ニ
・
四
句
〉

二
番
炉
こ
は
、
そ
の
一
例
。

「
尋
常
」
は
「
不
覚
」
の
反
対
語
。

ー「

は
山
の
み
ね
に
か
か
る

初
唐
説
徴
「
五
郊
楽
章
」

〆ー、

の
恒
常
的
で
一
定
し
て
ゐ
る
こ
と
、
い
つ
も
、
常
に
、

の音山。

ゃ
、
同
じ
く
王
勃
「
益
州
綿
竹
府
武
都
山

こ
の
「
岐
王

、
佳
九
常
前
幾
度
聞
」
は
、
そ
の
一

碑
」
の
銘
の
部
分
の
「
澗
流
百
道
、

色
」
な
ど
は
、
そ
の
一
例
。

ー寸

不

例
で
あ
る
。

は

覚
」
は
、
後
の
句
の

に
対
す
る
語
。
お
ぼ
え
ず
、
思
ひ
が
け
な
く
、

(
巻
六
)
何
思
澄
「
奉
レ
和
二
湘

、
こ
こ
は
山
院
の
そ
れ
。
『
玉
台
新
詠
』

こ
の

ー寸

、

開
階
花

な
ど
、
突
然
に
こ
と
の
起
る
場
合
に
用
ゐ
る
副
詞
。

「
ゆ
く
り
な
く
」

「
ゆ
く

(
巻
上
)

「
春
闘
」
の
「
新
粧
可
憐
色
、
落

り
か
に
」

「
す
ず
ろ
に
」
な
ど
の
古
典
語
が
こ
れ
に
当
る
。

『
玉
台
新
詠
』
に

目寸

は
灰
声
の
と
こ
ろ
を
平
声
に
誤

み
え
る
、

る。

「
峯
に
か
か

は
思
ひ
が
け
な
く
も
山
院
の
梁
や
棟
の
中
に
這
入
り
込

不
覚
沸
需
レ
胸
(
巻
二
、
濡
岳
、
悼
亡
詩
二
首
)

憂
来
思
レ
君
不
レ
可
レ
忘
、
不
覚
涙
下
詔
一
一
衣
裳
一
(
巻
九
、

む

谷
間
の
水
は
常
に
山
院

や
幡
に
向
っ
て
そ
そ
ぐ
」
。

次
の
二
句
も
対

帝

楽
府
燕

句
寄官
立!;t~

踏
破
す
年
を
経
し
髪

月
を
伸
ぶ
る
眉
(

歌
行
二
首
)

ー司

詩
注

五
九
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匂

踏
み
破
る

こ
の
方
が
普
通
の
詩
の
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
の
「
踏

天
台
山
一
賦
」
に
、

と
け

「
毒
苔
」
は
苔
。
「
寄
」
は
「
苔
」
に
同
じ
。
『
文
選
』
(
巻
十
一
)
孫
興
公
「
遊
ニ

「
践
-
一
審
苔
之
滑
石
こ
と
み
え
、
ま
た

破
」
は
人
が
踏
破
す
る
の
で
は
な
く
、
苔
で
あ
る
。
や
は
り
表
現
が
十
分
で
は

h
k

、。

ゅん

ev

一
一
清
池
「
蝦
蝶
蝕
ニ
明
月
一
(
初
唐
沈
栓
期
、
古
鏡
〉

寄
苔
一
(
盛
唐
李
由
、
嚢
陽
歌
)
君
不
レ
見
晋
朝

後
の
句
の

は

「楊」

(
か
は
や
な
ぎ
、
ね
こ
ゃ
な
ぎ
の
類
〉
と

羊
公
一
片
石
、

一

柳
〈
し
だ
れ
や
な
ぎ
〉
。

こ
こ
は
、

花
草
「
井
口
生
一
一
寄
苔
一

巻
上
、
高
適
、
宋
中
遇
ニ
陳
兼
一
〉

新
詠
』
(
巻
七
)
梁
簡
文
帝
「

ひ
のろ
「く
楊。
柳。を
葉さ
繊す
繊と
、み

佳て
人よ
慨い

『
玉
台

な
ど
は
、
唐
詩
の
一
例
。
苔
は
、

『
初
学
記
』
(
巻
二
七
、
苔
)

「
周
処
風

に
み
る
如
く
、

六
朝
以
来
、

「
揖
柳
」
は
女
人
と
結
ぼ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

土
記
日
、
石
髪
、
水
苔
也
。

皆
生
ニ
於
石
一
也
」
と
み
え
る
如
く
、
ヤ
布

髪
と
も
云
ひ
、
毛
髪
に
た
と
へ
る
。
初
唐
本
一
J

崎
「
清
明
日
龍
門
遊
泥
」
の

挟
胃
ニ
楊
赫
「
呑
梼
犯
一
一
宮
口
髪
こ
は
そ
の
一
例
。
「
年
を
経
し
髪
」
の

月
は
、
「
伸
レ
月
眉
」
は
、
三
日
月
を
延
べ
広
げ
た
や
う
な
女
人
の
美
し
い
眉
を
云
ふ
。

梁
簡
文
帝
「
秋
夜
」
の
「
緑
揮
倒
ニ
雲
気
「
青
山
街
一
一
月
こ
に
み
る

も

如
く
、
美
し
い
眉
に
た
と
へ
ら
れ
る
。
こ
こ
は
更
に

の
葉
ヵ:
美
人
半の
翠眉
幾に
眉。た

一
鳥
堺
、

苔
髪
を
さ
し
、

年
月
を
経
た
古
い
苔
、
苔
の
髪
を
云
ふ
。

「
踏
破
」

の
主
語

と
へ
ら
れ
る
た
め
に

宗
「
春
池
柳
」

の
ー「

は
、
表
現
が
未
熟
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
寄
苔
」
で
あ
り
、
擬
人
化
し
た
も
の

開
」
は
そ
の
例
|
、

の
形
容
と
し
て
月
の
如
き
眉
と
一
去
っ
た
の
で
あ
る
。

か
。
苔
が
古
い
苔
を
踏
み
破
っ
て
、
新
し
い
苔
の
芽
を
出
し
て
ゐ
る
有
様
を
云

「
未
だ
懸
け
ず
」
は
、
柳
が
眉

ぃ
、
美
し
い

の
し
だ
る
葉
が
ま
だ

ふ
の
で
あ
ら
う
。

不
十
分
な
状
態
を
云
ふ
。
こ
こ
に
「
懸
」
の
字
を
使
用
し
た
の
は
、
柳
の
糸
の

因
み
に
、
近
世
の
文
人
、
祇
園
南
海
の
『
詩
学
逢
原
」
の
作
詩
例
に
、

苔

深

数

寸

、

」

と

み

え

、

毒。

の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
は
中
国
的
表
現
。

「
苔
は
年
月
を
経
た
古

い
古
口
の
髪
を
破
っ
て
新
し
い
芽
を
出
し
、

の
糸
は
月
を
延
べ
広
げ
た
や
う
な

庭
上
ノ
毒
苔
モ
数
寸
茂
リ
タ
レ
ド
モ
、
誰
問
フ
人
モ
無
ケ
レ
バ
、
履
痕
ノ
苔

美
し
い
眉
を
ま
だ
掛
け
な
い
」
、
と
い
っ
た
春
の
山
院
の
景
。

次
は
尾
聯
、

全

ヲ
破
ル
コ
ト
モ
無
パ
、
甚
不

ナ
リ
ト
マ
デ

フ-ァ、

ア
ハ
レ
訪
ヒ
来
タ
マ

体
の
結
び
と
な
る
。
時
間
は
移
っ
て
夕
暮
。

t
c
ζ

る

ま

れ

O
ζ

此
の
地
幽
閑
に
し
て
人
ら
な
り
、
唯
余
す
は
風
動
き
て
暮
猿
悲
し
ぶ
の

、守、、

ノ

ノ

イ
カ
パ
カ
リ
悦
ブ
ベ
シ
ト
言
フ
意
ハ
、
言
外
-
一
合
メ
リ
。

と
説
く
が
、
こ
の
「
踏
破
」
の
主
語
は
、
人
の
履
ん
だ
痕
で
あ
り
、
人
が
苔
を

み

(
第
七
・
八
句
)



「
比
の
地
」
は
こ
こ
は
山
院
を
さ
す
、
六
朝
以
来
例
は
少
く
な
い
。

寸
無
尽
上
人
東
林
禅
居
」
の
つ
我
心
愛
ニ
流
水
「
此
地
臨
ニ
清
源
こ

で
は
少
し
弱
す
ぎ
る
。

「
風
」
の
動
作
で
あ
る
「
動
」
は
一
般
に
風
が
も
の
を

f列

「
幽
関
」
は
、

は
そ
の
一

「
文
選
』
(
巻
二
一
)
顔
延
年
「
秋
胡
詩
」
の
「
腕
彼

動
か
す
他
動
的
な
場
合
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
風
の
動
か
す
対
象
が
後

に
続
く
。

『
玉
台
新
一
詠
』
所
収
の
、

女
、
作
レ
損
一
一
君
子
室
こ
の
如
く
、

し
と
や
か
な
人
、

そ
の
状
態
を
形
容
す
る

一
秋
草
「

(
巻
二
、
説
文
帝
、
於
ニ
清
河
一
見
一
一
執
船
土
新

例
が
多
い
が
、
こ
こ
は
奥
深
く
静
か
な
状
態
を
示
す
語
、
幽
静
、
幽
寂
の

婚
与
レ
妻
別
一
)

秋
風
動
エ
桂
樹
「
流
月
揺
ニ軽
陰
一
(
巻
五
、

柳
俸
、
長

「
人
事
少
ら
な
り
」
の
「
人
事
」
は

ω
の
第
一
句
参
照
。

日
幽
荘
」
の
「
林
盤
人
十
、
風
煙
鳥
路
長
」
に
み
る
如
く
、
俗
間
と
の
交
渉

「
初
夏

門
怨
)

は
、
そ
の
一
例
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
内
閣

ス

ヲ

，

e

ツ
キ
ヲ

風
動
一
一
暮
猿
悲
一
(
風
暮
獲
の
悲
し
き
を
動
す
を
〉

『
日
本
詩
紀
」
に
、

の
少
な
い
こ
と
、
俗
世
間
を
避
け
て
ゐ
る
こ
と
。

後
の
句
の
「
唯
余
す
」
は
、
た
だ
そ
れ
の
み
が
そ
こ
に
残
る
意
。

「
タ
ダ
ア

マ
ス
」
と
も
訓
め
る
。
こ
の
句
法
は
、
詩
の
終
り
の
第
二
句
目
に

す
る
も

と
訓
む
の
は
、

風
動
雄
レ
難

必
飛
去
、
不
レ
応
ニ
長
此
留
一
(
『
国
秀
集
』
巻
上
、
李
畠
、
詠
レ
雲
)

一
つ
の

で
あ
ら
う
。
し
か
し
、

向
レ
人
(
梁
飽
泉
、
詠
一
一
男
総
花
一
〉

の
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
一
例
、

唯
余
心
裏
恨
、
影
中
恒
不
レ
知
(
梁
超
道
、
詠
レ唯
余
望
郷
一俣
、
更
染
竹
成
レ
斑
」

唯
余
一
廃
井
、
尚

の
如
き
、
自
動
詞
の
例
も
あ
る
。
こ
の
詩
の
場
合
も
、
風
自
身
が
動
描
す
る
、

爽
両
株
桐
(
惰
元
行
恭
、
過
日
孔
臥
宅
}
)

(
初
唐
宋
之
問
、
晩
泊
一
一
湘
江
一
〉

動
く
意
で
あ
り
、
暮
猿
の
声
を
動
か
す
意
で
は
な
い
。
な
ほ
「
風
動
」
に
つ
い

て
は
、

拙
稿

く
」
(
「
あ
け
ぼ
の
」
第
十
一
巻
四
号
〉
参
照
。

「
暮
猿
」

こ
の
結
句
「
唯
余
風
月
同
」
、

賓
王
「
夏
日
遊
一
一
山
家
一
同
一
一
夏
少
府
こ
の
結
句
「
唯
余
松
桂
心
」
な
ど
の
如
く
、

但
し
こ
こ
は
、
階
段
君
彦
「
過
ニ

初
唐
路

は

夕
暮
れ

三ー 日~
4唖.0 > 

容。会
L 。
は

「
無
尽
上
人
東
林
禅
居
」
の
「
禅
戸
積
ニ

句輔、

そ
の
一
例
。

「
暮
猿
悲
し
ぶ
の
み
」
は
、
た
だ

結
句
の

夕
方
の
猿
の
み
が
悲
し
げ
に
鳴
く
ば
か
り
、

の音山。

猿
の
鳴
く
こ
と
を
「
悲

す
る
か
な
り
珍
ら
し
い
「
唯
余
」
の
例
で
あ
る
ー
な
ほ
原

文
「
唯
余
」
を
『
日
本
詩
紀
』
に
「
惟
余
」
に
作
る
が
、
こ
の
「
惟
」
は
「
唯
」モょ

に
同
じ
l
。
「
風
動
き
て
」
の
「
動
」
を
前
注
の
『
古
典
大
系
本
』
の
中
で
「
動

し
」
と
表
現
し
た
一
例
に
、

初
唐
張
九
齢
「

の
「
風
朝
津

樹
落
、
日
夕

ぎ
て
」
と
訓
ん
で
み
た
が
、

の
動
揺
を
示
す
語
と
し
て
、

「
そ
よ
ぐ
」
の
訓

心
何
処
尽
、
風

が
あ
る
。
な
ほ
「
風
動
暮
猿
悲
」
は
、
初
唐
王
勃
の
、

(
麻
平
晩
行
)
の
詩
心
に
似
る
。

「
こ
の
場

圃咽

詩
注

六一



『
文
華
秀
麗
集
』
詩
注

所

院
)
は
深
く
静
か
で
煩
は
し
い
世
間
と
の
交
渉
は
ま
れ
で
あ
る
。

た
だ
そ
こ
に
残
る
の
は
風
が
吹
き
動
く
中
に
タ
ベ

の
悲
し
い
声
ば
か
り
で
あ

る」。

一

は
、
春
日
の
山
院
よ
り
次
第
に
夕
方
の
場
面
に
移
る
。
結
び
の

は

の
動
揺
が
あ
り
、
そ
の
中
に
聞
え
る
猿
の
声
は
懐
涼
な
感
じ

を
与
へ
る
。

さ

が

り

さ

ぐ

ち

春
の
日
に
山
院
に
し
て
、
探
り
て
「
遅
」
の
韻
字
を
得
た
り
、

一

固と
時じ
の首
序E
今τ
し
春
た
け
な
む
と
し

嵯
峨
御
製

の
つゆ山
くの
り院
か暖
にけ

対む梁すき
」 棟主光
; をぎ遅

モ型せ k
そり

そ
ぐ

峯
の
谷
の
苔
は
古
き
そ
の
髪
ず
り
て
新
し
く
芽
生
へ
、

o

t

 

柳
は
月
延
ぶ
る
眉
如
す
糸
を
い
ま
だ
懸
け
ず
。

と

こ

ろ

し

づ

ま

れ

こ
れ
の
地
幽
け
く
し
て
世
の
塵
稀
ら
な
り
、

ゆ

ら

ま

し

ら

た
だ
残
る
は
動
ぐ
風
の
う
ち
に
タ
ベ
の
猿
の
悲
し
き
声
の
み
。

「
龍
」
の
み
に
つ
い
て
、

を
絶
え
」
を
め
ぐ
っ
て
等
ニ

一

七

年

J
昭
和
五
十
三
年
に
紀
要
・
論
集
等
に
発
表
し
た

を
索
引
を
附
し
て
編
集
。
著
者
第
四
論
文
集
に
蛍
る
。

葉
(
創
刊
J
八
十
号
)

A
5
判

寓
葉
学
会
刊
昭
和
三
十
年
版

葉

そ

同

発

生

を

め

ぐ

っ

て

吉

永

登

著

頒
価
六
、
五

O
O円

送

料

二

五

O
円

A

5
判

A
5
判

ムハ一一

そ
の
探
求

吉
永
登
著

昭
和
五
十
六
年
刊

特
価
四
、
三

O
O円

干

三

O
O円

の
叙
景
歌
、
「
揖

上
製
本

三
三

O
頁

上
製
本

七
冊

一
揃
限

一五

O
、
0
0
0

上
製
本

古吉

A稀ま
品記芙
= 念生
60ト11上上
塑代
冷、文

申
込
先

頒
価
二
、

送
料

五

O
O円

二
五

O
円

京
都
市
左
京
市
静
市
市
原
町
九
一

O
l八
O

書

障

大

地



大
阪
女
子
大
学
教
授

筑

波

大

学

教

授

岡

山

大

学

教

授

橋

本

郎

氏

伊

藤

博

氏

直

木

孝

次

郎

氏

四

た

て

っ

き

つ

く

り

ゃ

ま

分
集
合
吉
備
津
神
社
(
鳴
釜
神
事
〉
楯
築
遺
跡
造
山
古
墳

お

み

ず

え

ん

き

り

じ

よ

う

l
l足
守
・
近
水
園
(
木
下
利
玄
生
家
)
、
昼
食
1

1
鬼
城
1

1
門
満
寺

か
ね
や
す

1

1
国
分
寺
J
国
分
尼
寺
l
i
-
-
井
神
社
・
兼
康
神
社
|
|
宝
福
寺
(
国
民

宿
舎
雪
舟
荘
泊
〉

第
二
日
(
吉
備
の
海
路
)
。
宝
福
寺
(
午
前
九
時
三
十
分
出
発
〉
|
|
笠

岡
神
島
|
|
笠
岡
市
内
、
昼
食
|
|
玉
島
(
又
は
埜

C
i
-
-児
島
(
鷲

羽
山

)
1
i岡
山
駅
表
口
解
散
(
午
後
四
時
予
定
)

天
候
そ
の
他
に
よ
っ
て
旅
程
変
更
の
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〈
特

に
第
一
日
の
鬼
城
)
。
あ
ら
か
じ
め
御
諒
承
下
さ
い
。

費
用
一
万
六
千
円

一
親
会
・
椋
行
の
申
込
み

懇
親
会
及
び
研
修
旅
行
へ
の
参
加
申
込
み
は
、
会
費
を
添
え
て
会
場
校
ま

で
。
左
記
の
振
替
番
号
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ

A
ノ。

:予 I

告 j

昭

和

五

十

八

全

大

会

当
学
会
昭
和
五
十
八
年
度
大
会
を
、
岡
山
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記

の
要
領
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
更
に
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
懇
親
会
・
の
参
加
申
込
み
を
受

付
け
ま
す
。

一
、
公
開
講
演
会

昭
和
五
十
八
年
十
月
九
日
(
日
)

会
場
岡
山
大
学
文
学
部
講
義
棟

講

師

午
後
一
時
よ
り

於
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

岡
山
八
l
六
O
四
七

申
込
み
期
限
七
月
末
日

旅
行
は
定
員
五
十
名
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

岡
山
大
学
文
学
部
渡
辺
護
研
究
室

電
話

O
八
六
二
l
五
一
一
一
一
一
一
内
線
八
六
五

O
研
究
発
表
者
募
集

研
究
発
表
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

発
表
時
間
三
十
分

二、
十
月
九
日
午
後
六
時
よ
り

三
、
研
究
発
表
会

十
月
十
日
(
月
・
祭
日
)
午
前
十
時
J
午
後
四
時
半

会
場
岡
山
大
学
文
学
部
講
義
棟

園
、
高
葉
研
修
勝
行

古
代
吉
備
の
山
と
海
と

十
月
十
一
日
(
火
)

J十
月
十
二
日
(
水
〉
一
泊
二
日

一
日
(
の
山
路
)
。
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
前
、
午
前
八
時
三
十

予

止ヒ
ロ

六
三



予

止ヒ
ロ

応
募
締
切
六
月
三
十
日
〈
木
)

発
表
御
希
望
の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
う
え
、
要
旨
(
八

O
O字
以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
宛
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

O
そ
の
他
宿
舎
は
お
取
扱
い
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
会
員
各
位
に
お
い
て
お
早
め
に
御

都
合
下
さ
い
。
な
お
、
「
山
張
懇
請
書
」
を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
料
を
封

入
の
上
お
申
越
し
下
さ
い
(
宛
先
は
右
記
、
岡
山
大
学
文
学
部
渡
辺
護
研
究

室
宛
)
。

口
学
会
よ
り
お
知
ら
せ

収
支
面
の
告
を
致
し
ま
す
。
会
計
は
、
事
務
取
扱
の
「
大
地
」
の
康
部

昭和57年収支決算 (109号----111号〉

会

入

551，810 

1，948，005 費

入収

収

外費

ムデ
ヱ3Z

号，特殊仮名表等

販売。寄附金等

2，499，815 

190，000 

出

言十

集 費

-連絡費・

支

ムー
口

編

原

• 
助等

105，000 費{握開必〉A 学

六
四

重
症
氏
に
委
員
会
に
報
告
さ
れ
そ
こ
で
検
討
承
認
さ
れ
ま
す
。
年
一

回
御
報
告
い
た
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

木
学
会
の
会
費
は
、
年
閉
会
費
制
で
は
な
く
、
雑
誌
四
号
分
の
会
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。
左
の
収
支
決
算
は
三
号
分
(
一

O
九

t
一
一
一
号
)
の
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
剰
余
金
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
お
金
は
従
っ
て
前
号
の
一
一

二
号
に
充
当
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
委
員
諸
氏
並
び
に
廉
部
氏
に
諸
経
費
節
減
等

で
努
力
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
回
雑
誌
を
刊
行
す
る
に
は
こ
の
剰
余
金
よ
り

も

も

う

少

し

費

用

が

か

か

り

ま

す

。

な

ん

と

か

で

ま

い

り

た
い
と
思
い
ま
す
が
。

な
お
、
大
部
分
の
方
は
一
一
三
号

同
封
の
振
替
に
て
お
納
め
下
さ
い
。

れ
と
な
り
ま
す
。
次
期
会
費
を

120，000 

415，000 

1，370，700 

142，745 

79，540 

14，400 

通信連絡費・講師交通

費・懇親会旅行補助等

費

ー

百十

タ

費

発送費通信費

消

ス

ロ
ロロ

雑誌・ポ

務

届1

通

事毛

ーーιa
ン凡

事

円
H
H
E
L「

1，607，385 員了

477，430 金余剰

2，499，815 言十A 
口



記

。
お

。

O
目
に
も
鮮
や
か
な
青
葉
な
ど
皆
一
斉
に
躍
動
す
る

季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
一
一
二

号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

O
遠
山
氏
か
ら
は
巻
頭
所
掲
の
ご
L

一
き
論
考
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
崎
・
井
野
口
両
氏
の
論

は
、
昨
年
度
全
国
大
会
で
の
口
頭
発
表
を
骨
子
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
蜂
矢
氏
の
語
末

索
引
は
二
回
目
を
む
か
え
、
ア
段
の
ワ
ま
で
進
み

ま
し
た
。
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
小
島
先
生
の
所
調

+
幻
の
原
稿
。
も
二
回
目
を
世
に
お
く
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

O
今
秋
の
全
国
大
会
に
向
け
て
岡
山
大
学
国
文
学
教

室
の
諸
氏
に
は
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
準
備
が
着

着
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
講
演
者
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
卸
々
た
る
面
々
で
す
。
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
講
演
を
ど
期
待
下
さ
い
。
研
修
旅
行
は
吉
備

路
を
中
心
に
め
ぐ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
会

第
一
日
目
か
ら
、
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
い
ま
の
う
ち
か
ら
ご
予

定
に
お
入
れ
下
さ
い
。

O
研
究
発
表
者
も
前
号
に
ひ
き
統
き
募
っ
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
御
応
募
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

希
望
さ
れ
る
方
は
「
予
告
」
欄
を
参
照
の
上
、
六
月

末
ま
で
に
学
会
本
部
宛
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

O
前
々
号
で
ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

少
な
か
ら
ず
御
論
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
更
に

会
員
諸
賢
の
意
欲
的
な
研
究
成
果
を
ど
し
ど
し
本

部
宛
に
お
送
り
下
さ
る
こ
と
日
し
て
お
り
ま

す

。

(

毛

利

正

守

〉

ー

・

の

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
蔦
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
一
一
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
ζ

と。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
由
・
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。

て

本

会

は

称

す

る

。

一

、

高

葉

研

者

は

誰

で

も

申

込

み

に

よ

っ
て
会
員
と
な
る
と
と
が
で
き
る
。

て

会

員

の

研

究

発

表

と

し

て

季

刊

「

を
発
行
す
る
・

、

文

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
て
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る

品
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、

問
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
(
誌
代
を

含
む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
・

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
〈
郵

便
番
号
五
六
四
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
六
日
印
刷

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
一
丁
目
一

〈
尚
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一
国
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学
研
究
室
内
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l
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一

〈
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線
一
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九
四
}
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百

円
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代

表

者
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四
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番
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0
1
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集
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刷
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代
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